















は「二人稼ぎ手・二人ケアラーモデル」（Ellingsæter & Leira 2006）、あるいは「ファミリーフレンド































調査対象者 39 名の属性を表 1 に示す。平均年齢は 22.74 歳（19 歳～ 27 歳）、最頻値は 22 歳であっ
た。父親の職業でもっとも多かったのは「常用雇用者」の 24 名、次いで「経営者・役員」9 名、「自営
業主・自由業者」2 名、「無職（失業中・年金生活・主夫）」と「そのような人はいない」各 1 名、「無
回答」2 名であった。母親の職業でも最も多かったのは「常用雇用者」の 24 名で、「経営者・役員」5
表1　調査対象者の属性
人数 %
性別 女性 31 79.5
男性 8 20.5
年齢 19 歳 1 2.6
20 歳 2 5.1
21 歳 7 17.9
22 歳 10 25.6
23 歳 8 20.5
24 歳 3 7.7
25 歳 5 12.8
26 歳 1 2.6
27 歳 2 5.1


















理想とするライフコースは図 2 のとおりである。女性の調査対象者 31 名の理想とするライフコース
でもっとも多かったのは「子どもの成長に関係なく働き続ける」で 21 名であった。女性の対象者全体
の 3 分の 2 以上がこのライフコースを理想としていた。次に多かったのが「子どもの成長に応じて働






ところでデンマーク統計局によれば、2017 年時点でデンマークの 15-29 歳人口は約 111 万人で、デ
ンマーク国内に 8 か所ある大学の学部生は約 73,000 人（人口比約 6.6%）であった（Danmarks Statistik 
2018）。また同年、本調査を実施した教育機関への入学者数は 7,023 人、入学者の平均年齢は 21.4 歳で

















図 3 が示すように、もっとも回答が多かったのは「保育所」で 35 名（女性 29 名、男性 6 名）、次に









い」、「まったくそう思わない」の 4 段階で尋ねた結果である（N=39）。質問 1 から質問 5 までが子育





ジェンダー意識も兼ねた 3 つの質問、質問 1「子どもが生まれたら、夫は外で働き、妻は家庭を守る
べきだ」、質問 4「夫の収入が十分であれば、子どもが小さいうちは妻は仕事を持たない方がよい」、質
問 5「愛情を持って子どもを育てることができれば、母親が仕事をしてもよい」のうち、質問 1 と質問




質問 2 と質問 3 では、親の就労を理由に保育施設に預けられる子どもが「かわいそう」と感じるか
どうかを 2 段階で尋ねている。質問 2「親の就労のために 1 歳未満の子どもを保育施設に入れるのはか
わいそう」に「とてもそう思う」または「そう思う」と答えた割合は 56.4%、「あまりそう思わない」
または「まったくそう思わない」と答えた割合は 43.6% と、調査対象者のなかでも回答が二分した。こ














0 0 0 0 5 1 26 7 0 0 N=39




5 3 12 2 11 2 3 1 0 0 N=39




0 0 0 0 18 4 13 4 0 0 N=39




0 0 0 0 6 5 25 3 0 0 N=39




12 1 14 5 3 1 2 1 0 0 N=39




0 0 1 1 15 4 13 3 2 0 N=39
0% 5.1% 48.7% 41.0% 5.1% 100%
7．老後の経済的負担は親自
身で負うべきだ
2 0 10 4 16 3 2 1 1 0 N=39
5.1% 35.9% 48.7% 7.7% 2.6% 100%
8．高齢の親を扶養するのは
国の責任だ
5 1 16 5 7 2 1 0 2 0 N=39
15.4% 53.8% 23.1% 2.6% 5.1% 100%
9．親に介護が必要になった
ら、子どもが世話をすべきだ
0 1 5 5 20 2 3 0 3 0 N=39




0 0 1 0 13 4 17 4 0 0 N=39











図 5 が示すとおり、もっとも多かった回答は、「ケアつきの施設に入所してもらう」の 27 名（女性
20 名、男性 7 名）で、このうち半数の 14 名（女性 9 名、男性 5 名）はこの選択肢のみを選んでいた。
次いで多かったのが「ディケアを利用しながら親の自宅で介護する」11 名（女性 9 名、男性 2 名）、「ヘ
ルパーを自費で雇い、親の自宅で介護してもらう」9 名（全員が女性）、「自分ときょうだいが親の自宅






























































３）日本では「保育ママ制度」としても知られている。0 歳児～ 2 歳児を対象とした施設で、保育ママ（plejermor）
と呼ばれる職員が自宅に近い雰囲気の場所で子どもの世話をする。保育園よりも大人の目が届きやすいこと
から、「自宅型託児施設」を好む親もいる。
４）デンマークの保育施設は、子どもの年齢によって利用施設が異なる。0 歳児から 2 歳児を対象とした施設は前
述の「自宅型託児施設」のほか「乳児保育所（vuggestuer）」がある。3 歳から 5 歳児を対象とするのは「幼
児保育所（børnehaver）」である。また、乳児保育所と用事保育所が一緒になった「統合型保育所
（aldersintegreret instituioner）」もある（佐藤 2019: 260-261）。
５）調査票では「1 歳未満」と「3 歳未満」だけでなく、「2 歳未満」についても尋ねている。「とてもそう思う」1
点、「そう思う」2 点、「あまりそう思わない」3 点、「まったくそう思わない」4 点とし、子どもの年齢別の平
均点を出したところ、「1 歳未満」から順に 2.23、3.14、3.39 となった。保育施設に入れられる子どもが「1 歳
未満」だと「かわいそう」と感じる傾向にあるが、「2 歳未満」になると「かわいそうとは思わない」に転じ、
「3 歳未満」ではさらにそれが強くあらわれる。標本数の関係で参考でしかないが、子どもが保育施設に預け
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